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テ
ヌ
ー
ト

低
炭
素
化
の
波
到
来
で
農
業
へ

の
炭
酸
ガ
ス
利
用
ニ
ー
ズ
拡
大

　
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
テ
ヌ
ー
ト

（
藤
原
慶
太
社
長
）
で
は
、
低
炭

素
化
推
進
の
動
き
が
活
発
化
す
る

中
、
炭
酸
ガ
ス
濃
度
を
含
む
様
々

な
要
素
を
管
理
で
き
る
農
業
用
環

境
統
合
制
御
シ
ス
テ
ム
の
引
き
合

い
が
急
増
し
て
い
る
。

　
農
業
ハ
ウ
ス
や
植
物
工
場
で
は
、

農
作
物
の
光
合
成
を
促
進
す
る
こ

と
で
成
長
を
加
速
さ
せ
た
り
、
収

量
増
加
を
図
る
た
め
炭
酸
ガ
ス
を

与
え
る
「
炭
酸
ガ
ス
施
用
」
を
行

う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
テ
ヌ

ー
ト
は
本
用
途
向
け
に
Ｃ
Ｏ
２

局

所
施
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
『
ブ
レ

ス
』、
そ
の
他
、
炭
酸
ガ
ス
濃
度
、

温
度
、
湿
度
を
は
じ
め
液
肥
中
の

ｐ
Ｈ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
、
ハ
ウ
ス

の
換
気
窓
の
開
閉
等
、
農
作
物
の

生
育
環
境
を
左
右
す
る
各
種
要
素

を
監
視
・
管
理
で
き
る
環
境
統
合

制
御
盤
シ
リ
ー
ズ
『
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
』
を
展
開
、
全
国
各
地
に
納
入

実
績
を
持
つ
。

　
特
に
農
業
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
炭

酸
ガ
ス
施
用
で
は
、
灯
油
や
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
等
の
化
石
燃
料
を
燃
焼
さ
せ

排
ガ
ス
か
ら
炭
酸
ガ
ス
を
得
る
手

法
が
主
流
で
あ
る
が
、
テ
ヌ
ー
ト

で
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」

を
掲
げ
、
液
化
炭
酸
ガ
ス
に
よ
る

供
給
方
法
を
推
奨
し
て
き
た
。
葉

の
周
辺
の
み
に
ガ
ス
を
流
す
「
局

所
施
用
方
式
」
に
よ
り
環
境
負
荷

低
減
と
コ
ス
ト
削
減
の
両
方
を
実

現
で
き
る
と
し
て
、
令
和
２
年
度

民
間
部
門
農
林
水
産
研
究
開
発
功

労
者
表
彰
で
「
農
林
水
産
技
術
会

議
会
長
賞
（
民
間
企
業
部
門
）」

を
受
賞
し
て
い
る
。

　
昨
今
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
機
運

も
あ
っ
て
農
業
界
で
も
環
境
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、政
府
の「
２

０
５
０
年
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
実
質
ゼ

ロ
」
宣
言
が
決
定
打
と
な
り
、
同

社
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
が
急
増

し
て
い
る
と
い
う
。
藤
原
社
長
は

「
従
来
燃
焼
式
の
炭
酸
ガ
ス
発
生

機
を
使
用
し
て
い
た
が
液
炭
に
転

換
し
た
い
と
い
う
依
頼
が
散
見
さ

れ
る
。
さ
ら
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
を
手
掛
け
る
事
業
者
等
、
様
々

な
企
業
か
ら
「
排
ガ
ス
中
の
炭
酸

ガ
ス
を
農
業
分
野
で
再
利
用
で
き

な
い
か
」
と
の
相
談
も
多
く
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
排
ガ
ス
由
来

の
炭
酸
ガ
ス
は
大
量
で
あ
り
、
需

要
規
模
に
見
合
う
の
か
と
い
っ
た

課
題
は
あ
る
が
、
受
け
皿
と
し

て
農
業
は
有
望
だ
と
考
え
て
い
る
。

す
で
に
実
現
に
向
け
動
き
出
し
て

い
る
案
件
も
あ
る
」
と
話
す
。

　
加
え
て
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削

減
の
流
れ
に
呼
応
し
、
業
界
初
と

な
る
全
面
木
製
の
農
業
ハ
ウ
ス
を

開
発
し
た
。
屋
根
部
分
と
側
面
は

木
製
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
構
成
さ
れ
、

実証設備に設置した木製ブラインド

ブ
ラ
イ
ン
ド
に
設
置
し
た
太
陽
光

パ
ネ
ル
で
蓄
電
も
で
き
る
仕
組
み

だ
。
藤
原
社
長
は
「
環
境
意
識
が

向
上
す
る
今
、
当
社
の
取
り
組
み

は
か
な
り
追
い
風
を
受
け
て
い
る

と
感
じ
る
。
こ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ

と
な
く
新
た
な
技
術
・
事
業
開
発

に
挑
み
、
常
に
業
界
の
先
駆
者
で

あ
り
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

 
豊
田
合
成

ボ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
に

１
億
円
出
資

　
豊
田
合
成
（
小
山
亨
社
長
）
は

微
量
水
分
計
や
ガ
ス
ク
ロ
を
手
掛

け
る
開
発
型
企
業
ボ
ー
ル
ウ
ェ
ー

ブ
へ
出
資
し
た
。
出
資
時
期
は
20

年
11
月
、
出
資
額
は
１
億
円
。

　
ボ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
は
東
北
大
で

発
見
さ
れ
た
物
理
現
象
で
あ
る
弾

性
表
面
波
を
用
い
て
、
ガ
ス
に
含

ま
れ
る
様
々
な
物
質
を
ナ
ノ
レ
ベ

ル
で
瞬
時
に
検
知
で
き
る
「
ボ
ー

ル
Ｓ
Ａ
Ｗ
セ
ン
サ
」
の
製
品
化
を

進
め
て
い
る
。
一
方
、
豊
田
合
成

は
車
の
内
外
装
部
品
の
開
発
・
製

造
で
培
っ
た
高
度
な
表
面
処
理
技

術
を
有
し
て
い
る
。

　
両
社
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
技
術

や
知
見
を
融
合
さ
せ
、
ボ
ー
ル
Ｓ

Ａ
Ｗ
セ
ン
サ
の
更
な
る
性
能
向
上

を
図
る
。
ま
た
将
来
的
に
は
豊
田

合
成
の
深
紫
外
Ｌ
Ｅ
Ｄ
技
術
と
の

連
携
を
視
野
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
含
め
た
、
空
気
中
ウ
イ

ル
ス
検
知
セ
ン
サ
の
実
用
化
を
目

指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

 

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
で
「
革

新
的
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
２
０
」
開
催

　
公
益
財
団
法
人
地
球
環
境
産
業

技
術
研
究
機
構
（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
。
茅

陽
一
理
事
長
）
は
20
年
12
月
９
日
、

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
の
イ
イ

ノ
ホ
ー
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
「
革
新
的
環
境
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
２
０
」
を
開
催
、
会
場

聴
講
１
１
６
名
（
申
し
込
み
２
１

８
名
）、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
の
聴
講
６

６
０
名
（
同
７
８
５
名
）、
計
７

７
６
名
が
参
加
し
た
。
参
加
者
は

通
常
の
３
倍
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
来
賓
と
し
て
挨
拶
し
た
佐
藤
啓

経
済
産
業
大
臣
政
務
官
は
、
先
の

国
会
で
菅
義
偉
総
理
が
所
信
表
明

演
説
で
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
た

こ
と
に
関
し
「
我
が
国
は
成
長
戦

略
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
挑
戦
し
、
地
球
温
暖
化
と
い

う
危
機
を
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡

大
に
よ
り
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
」
と
し
て
「
高
い
目
標
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た
上
で
産
学
官

を
中
心
と
し
た
日
本
総
力
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
の
技
術
開
発
の
取

り
組
み
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。
ま

た
、
経
産
省
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
必
要
な
水
素
、
蓄
電
池
、

洋
上
風
力
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
各
分
野
に
つ
い
て
具
体
的

な
目
標
電
源
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
規

制
や
標
準
化
な
ど
の
制
度
整
備
、

社
会
実
装
を
進
め
る
た
め
の
支
援

策
を
盛
り
込
ん
だ
実
行
計
画
を
20

年
中
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
る
こ

と
に
言
及
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
招
待
講
演

と
し
て
経
産
省
の
矢
作
友
良
大
臣

官
房
審
議
官
（
環
境
問
題
担
当
）

が
気
候
変
動
に
関
わ
る
国
内
外
の

政
策
等
を
解
説
し
、
山
地
憲
治
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
副
理
事
長
・
研
究
所
長
は

基
調
講
演
で
「
省
エ
ネ
、
電
化
、

電
源
の
脱
炭
素
化
、
水
素
化
を
進

め
て
も
、
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い

姿
は
現
実
的
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２

を
回
収
・
貯
留
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ


